
令和７年度の小中連携協議会（教育部会）の取組について 
 

 令和 5年度のスタートに当たって、下記のようなロードマップを教職員で共有しました。 

 いよいよ令和７年度、最終年度にはいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 大楽毛小学校・中学校では、義務教育学校設置に向けて、今年度も年間 10 回の協議会（ジョ

イント）を設定しています。 
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魅力ある「大楽毛学園」の創設に向けて 
 ～最高のラストが最高のスタートにつながる１年に～ 
 

令和７年度『調整・統一期』：最終調整・細部検討（年 10回設定）  

 

■「教育目標」「校訓」「めざす子どもの姿」等の最終決定、確認 

 

■「教育計画」の完成 

○小・中に連携コーディネーターを配置。取組の進捗管理を行う。 

○開校後のスムーズな学校運営を目指し、校務分掌ごとに協議するとともに、行事等について 

細部の検討を行う。 

 ○全体を見通した上で、先行実施できる事柄を検討し試行していく。 

 

■「合同研修・公開研究会の開催」～釧路市教育委員会の指定校として～ 

 ○教科部会を構成し、教科指導の充実向けて共通理解を図り授業改善を推進する。 

 ○小中が連携した公開研究会の開催により「大楽毛学園」の概観を発信する。 

 ○「総合的な学習の時間」を軸とした「大楽毛学園」の特色ある活動を位置づける。 

 ○中学校による乗り入れ授業を実施、また小学校からの授業サポートを実施する。 

 

■「地域・保護者との連携・協働」～説明会の実施～ 

 ○大楽毛小・中合同の CS協議会を設置し、「大楽毛学園」創立に向けて協議する。 

 ○今年度秋の一本化を目指し、共通の取組方法（プロジェクト制）により小・中各 PTAの取 

組を推進する。 

 ○保護者や地域に向けて、開校に向けた「説明会・報告会」を実施する。 

 ○地域、校舎への感謝を伝える 1年となるよう小学校、中学校としての取組の充実を図る。 
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1

①大楽毛学園開校準備に係る小中ジョイントの取組

②日常的な小中連携の取組（昨年度の取組）

③今年度の小中ジョイントの取組の見通し

④その他 （制服・ジャージの決定）

Road to「大楽毛学園」
～校内分掌「授業改善・連携部」の役割と

これまで、そしてこれからの取組～



①大楽毛学園開校準備に係る小中ジョイントの取組
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校内分掌「授業改善・連携部」の役割

①メンバー構成：大楽毛小・中学校担当教諭

②主な業務内容：

・小中ジョイントプロジェクトの企画・推進

・大楽毛学園教育計画の作成に係る進捗状況の把握・調整

・９年間をつなぐ生活科・総合的な学習の時間全体計画の作成

・大楽毛小・中学校両校における教科等学習支援

・義務教育学校等の視察・研修の実施



①大楽毛学園開校準備に係る小中ジョイントの取組
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令和６年度は、８つの業務部会に分かれ、大楽毛学

園教育計画Version１（素案）の作成に向けて取り

組んできました。



①大楽毛学園開校準備に係る小中ジョイントの取組
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業務の進捗状況を

①未着

②話し合い

③具体化

④文章化

⑤連携部

⑥仮完成

の６段階で可視化
→連携部で把握・調整



②日常的な小中連携の取組
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中学校教員が小学校で学習支援をしたり、日常的に小学校

に来校したりしました。昨年度の乗り入れ授業では、単元

を通して中学校教員が授業を行うこともありました。



②日常的な小中連携の取組
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休み時間になると、子供達が中学校の先生と一緒に

遊び、もちろん子供たちの名前も覚えています。職

員室にも溶け込み、違和感はありませんでした。



②日常的な小中連携の取組
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また、隔週で、小学校連携部が中学校に出向き、学

習支援サポートを行いました。２学期からは連携部

以外の小学校教員も積極的に参加しました。



②日常的な小中連携の取組
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中学生が小学校の運動会や学習発表会に協力してく

れる体制が構築しています。小・中の委員会活動も

連携が進み、「縦のつながり」も生まれました。



②日常的な【幼保小】連携の取組
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一方で、幼保小の連携も大切にしています。生活科

のおもちゃランドに地域の園児を招待したり、１年

生が出身園に出向き、国語科で作ったクイズを出題

する活動も行いました。



②日常的な【幼保小】連携の取組

10

小学校教員と保育士の交流も積極的に行っています。

実際にこども園に何度も足を運び、保育活動にも参

加しました。保育士からは本校のスタートカリキュ

ラムに対する助言もお願いしています。



③今年度の小中ジョイントの取組の見通し

（１）教育計画（完成版）の作成
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Version１は「叩き台」であり、調整が必要な部分も多く

あります。小中分掌部会で協議したり、各分掌間での連携

を図りながら仮完成しました。



③今年度の小中ジョイントの取組の見通し

（２）各校内分掌における必要文書の作成
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現在、ドライブ上で小・中の現行資料を共有し、教育計画

Ver１をもとに「大楽毛学園」としての資料を作成します。



③今年度の小中ジョイントの取組の見通し

（３）９年間をつなぐカリキュラムの作成
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③今年度の小中ジョイントの取組の見通し

（４）教科別部会の立ち上げと研修の実施
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小・中教科別部会を立ち上げ、小学校教諭も「教科担当

者」としての感覚と自覚を育成できるよう研修します。

また、１０月３０日は大楽毛中学校で公開研究会を予定し

ております。小学校も主体的に参画できるよう準備します。



③今年度の小中ジョイントの取組の見通し

（５）総合学習「おたラボ」の計画・推進
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【４０ｈ】

３年生：「大楽毛の魅力と地域で生活する人々の思いや願い」

４年生：「大楽毛の自然の役割とその自然と関わる人々の思いや願い」

５年生：「大楽毛における防災の意義と地域に住む人々の思いや願い」

６年生：「大楽毛小学校の歴史やそれに関わってきた人々の思いや願い

～そして、大楽毛学園へ～」

【３０ｈ】

３～６年生の同じ願いや思いを持った子で構成したプロジェクト

チームによる協働的な探究活動の推進。（縦割り班探究活動）



③今年度の小中ジョイントの取組の見通し

（６）縦割り班活動の推進・調整
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縦割り班活動による異学年交流の充実

・「おたラボ」探究活動

→地域を材とした探究活動

→地域への感謝を表現する探究活動

・縦割り班掃除

・スポーツ集会（保健体育員会）など

大楽毛小学校・中学校は、今年度をもって「閉校」となります。

子ども達の手でGOALへ向かうことが、最高のSTARTにつながる

と考えます。「大楽毛学園」は令和８年４月１日開校です！



④その他 制服・ジャージについて
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昨年度5月、小中CS協議

会の皆様により「制服等

検討委員会」を組織し協

議した上で決定しました。

【制服】７・８年生

業者決定

→アンケート調査（児童生徒・

保護者・教職員）

→協議→決定

・紺のブレザー
・ネクタイ、リボン
はシルバーに
白・金のライン

・軽量で疲れない
・家庭で洗濯可能
・速乾、耐久性

・ジェンダーレス
組み合わせ自由

・夏場の暑さや冬
の寒さを考えて
「ポロシャツ」
や「ベスト」を
斡旋



④その他 制服・ジャージについて
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【ジャージ】５年生以上

業者決定→実物展示

→アンケート調査（児童生徒・保護者・教職員）

→協議→決定

バックプリント、靴のラインを「５色」とする。
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